
決 算 の 状 況  
手数料などの歳入が予算額を下回ったものの、
歳出をできる限り節約したことから、歳入から歳出
を引いた収支は、97億円の黒字となりました。 

9つある特別会計には 
赤字の会計はありませんでした。 

一般会計 
福祉や教育など、市の基本的な事業の会計です。 

　　　本来国から地方に交付されるべき現
金の不足分を補うために発行する、臨時財
政対策債の増により、市債発行額が前年度
と比べて232億円（43.0％）増加しました。 

市債 

　　　　　　社会保障関係費などの増に
より、前年度と比べて10億円（1.0％）増加し
ました。 

地方交付税 

　　　　札幌駅前通地下歩行空間の整備
費などの増により、前年度と比べて41億円（5.4
％）増加しました。 

土木費 

　　　　　　 子ども手当費などの増により、
前年度と比べて368億円（15.3％）増加しま
した。 
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市の借金 

一定のサービス水準を確保す
るため、人口や税収などに応じ
て国から配分されるお金 

貸したお金の返済金や宝くじ
の収益金など 

国が必要と認めた事業に対し
て国から配分されるお金など 

・市　　　税 

・地方交付税 

・市 　 債  

国や道が市の代わりに集めた
税金やごみの手数料など 

・そ の 他  

・諸 収 入  

・国庫支出金 

市民税や固定資産税など 

特別会計や企業会計の運営
を補助するお金など 

産業を育て、経済を活性化さ
せるためのお金 

・保健福祉費 

・公 債 費  

・職 員 費  

・諸 支 出 金  

・経 済 費  

・土 木 費  

・そ の 他  

除雪や道路整備などの費用 

教育やごみ処理に掛かったお金 

医療や福祉などに掛かったお金 

市債の返済金 

市職員の給与や退職金 

市税 
2,751億円 

1,642億円 
国庫支出金 

諸収入 
1,073億円 

1,073億円 

市債 
773億円 

その他 

歳 入 
8,339億円 
前年度比 
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地方 
交付税 
1,027億円 

諸支出金 

902億円 
その他 

859億円 
経済費 

802億円 
土木費 

1,009億円 

955億円 

945億円 

職員費 

2,769億円 
保健福祉費 

公債費 

歳 出 
8,241億円 

前年度比 
69億円（0.8％）増 
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一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。 

特別会計 

歳入から歳出を引いた97億円のうち、 
84億円を23年度に繰り越し、 
13億円を貯金しました 

［用語の説明］ 

［用語の説明］ 

歳入の 
ポイント 

歳出の 
ポイント 

市民1人当たりのサービス 
43万円※ 

市民1人当たりの 
負担 

14万円※ 

※23年4月1日現在の人口（国勢調査ベース）で割って算出 


